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後期イェイツの詩を読みなおす
一ディコンストラクションの実践として
小樽女子短期大学藤田佳也
　ディコンストラクションは，「新しい」批評の方法論としての役割を一応終えたと言って良いが，
そのパラダイムは現在も強力に存在し続けている。
　かりに，アメリカにおける脱構築批評の最もかがやかしい時期は終わったとしても，その
ことはこの批評が力を失い，無用の長物と化したことを意味するわけではない。むしろそれ
は，当然の，かつ必須の前提として，ラベルを失ったまま潜在化してゆくと思われる。われ
われは脱構築批評によってすでに大きく変化してしまった批評の風土の中にいるのであり，
もはやそれを拒絶するとかしないとかという次元の問題ではないのだ。今われわれの前にあ
る課題とは，この批評のどの部分を生かし，どの部分を再考してゆくのか，この批評の成果
をいかなるかたちで継承し，さらに展開してゆくのかということである。ディコンストラク
ションは，それを越えたとする批評の営為や成果をもきびしく批判する力をもっていること
も，忘れるべきではない。この批評が，これまでにも現れては消えた幾つもの批評の様式と
決定的に違うのは，言葉という記号のシステムとその外部にあるはずの現実の臨界点にまで
突き進んでしまったからである。それはいつか消え去る様式ではなくて，常につきまとう様
式である1。
　この富山太佳夫氏の書葉は，ディコンストラクションの置かれた現在の状況を簡潔に要約して
いる。言葉というものを使う以上，我々は常にテクストの一部と成らざるを得ない。その様な状
況をデリダは「テクストの外部というものは存在しない」と表現した。我々はテクストの内部か
ら抜け出すことはもはやないのである。
　ジャック・デリダの思想を起源とするディコンストラクションは，テクスト分析を通して西欧
形而上学の根幹にある現前性という神話を破壊することをねらいとする。神・ロゴス・主体のア
イデンティティ・根源性・起源・独自性・統一性・直接性を支えるもの，それが現前性の神話で
ある。このいわばイデオロギー批判としてのディコンストラクションの実践の一つの形を“The
Wild　Old　Wicked　Man，”“The　Man　and　the　Echo，”“The　Black　Tower”とし）うイェイツ後
期のテクストの中に辿るのが，本稿の主眼である。イェイツというテクストのもつエネルギーの
一つの源泉として，ディコンストラクションという方法論があるということを検証していきたい。
　“The　Wild　Old　Wlcked　Man”において，老人は最後にこう豊醤する。
‘All　men　Iive　in　s“ffering，
王know　as　few　cal／k登ow，
Whether　theyねke　the　upPer　road
Or　Stay　COnter｝t　On　the　lOW，
Rower　bent　in　hls　rOw－boat
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Or　weaver　ben宅at　his　loom，
Horseman　erect　upon　horseback
Or　child　hid　in　the　womb．
　　　　　　　z）4y加6盈観4αo朋認6－6η諾
‘That　some　stream　of　lightning
From　the　old　man　in　the　skies
Can　burn　out　that　suffering
No　right－taught　rnan　denies。
But　a　coarse　old　man　arn　I，
IchOose　the　second－best，
Iforget　it　all　awhiie
Upon　a　woman’s　breast．’
　　　　　　　Dの加6盈侃4σoα剛／♂ε一θη鼠
イェイツの「仮面」の一つであるこの老人は，絶対的な神（“the　old　maR　in　the　skies”）の稲妻
には苦悩を焼き尽くしてくれる力があるということを認識していながら，神の意志に従うという
最善の策を否定し，女の胸の上でしばし何もかも忘れるという次善の策を選び取る。この老人の
態度は，「あまりにも女を愛しすぎてしまう」若者（！5）と「すべてを神に与えてしまう」女（23－
4）と顕著なコントラストを成している。絶対的な権力を否定し，神と肉体の価値の逆転を図るこ
の選択を，アナクロニスティックにディコンストラクションの実践であるという評価を与えても
それほど間違いではあるまい。
　確かに女の胸の上では苦悩を忘れることができる。しかしそれもしばしの間にすぎない。その
幸福な時間は，“Among　School　Childre貧”の語り手が最後に見たヴィジョンと同様，ほんの一瞬
のものであり，すぐに消え去ってしまう2。それにも関わらず，この老人は救済を拒み，永遠に苦
悩の中に留まることをあえて選び取る。“SailiRg　to　ByzaRtium”においては，イェイツが精神的
な世界と一体化させようと意図していた語り手の中に，偶発的にその意図を裏切る形でディコン
ストラクション的な態度が姿を現していたが3，“The　Wild　Old　Wicked　Man”では，その様な
態度が語り手の属性としてより意i識的に描かれている。“The　Wild　Old　Wic1くed　Man”において
は，ディコンストラクションという方法論がはっきりとイェイツによって意識化されていると
奮って良いだろう。そしてこの様なディコンストラクション的な態度は，“The　Man　and　the
Echo”において一層意識的・劇的に描かれることになる。
“The　Man　andもhe　Echo”
　　　　　　π4襯
1n　a　cleft　that’s　christened　Alt
URder　broken　stone　l　hak
Atthebo枕om　ofapit
That　broad　noo1｝has　never　li毛，
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And shout a secret to the stone.
Al} that I have said and done,
Now that I am old and ill,
Tums into a question till
I lie awake night after Right
And never get the answers right.
Did that play of mine send out
Certain men the English shot?
Did words of miRe put too great strain
On that worRaR's reeliRg braiR?
Could my spoken words have checked
That whereby a house lay wrecked?
And all seems evil uRtil I
SIeepless would lie dowlt and die.
           Echo
Lie down and die.
           Man
               That were to shirk
The splritual intellect's great work,
And shirk it in vain. There is no release
In a bodkin or disease,
Nor can there be work so great
As that which cleans man's dirty slate.
While maR can still his body keep
Wine or love drug him to sleep,
Wal<lng he thaRks the Lord that he
Has body and its stupidity,
But body goRe he sleeps no more,
And till his intellect grows sure
That all's arraRged in one clear view,
Pursues the thoughts that I pursue,
TheR stands in judgment on his soul,
ARd, all work done, dismisses all
Out of intellect aRd sight
And slnl<s at last into the night.
           Echo
Into the night.
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　　　　　　　ORocky　Volce，
Sha1王we　in　that　great　night　rejoiceP
What　do　we　k鼓ow　but　that　we　face
One　a1ユother重n　this　placeP
But　hush，　for　I　have玉ost　the　theme，
Its　joy　or　night　seenユbut　a　drean窪；
Up　there　some　hawk　or　owl　has　struclく，
】〔）ropPing　out　of　sky　or　rock，
Astricke鍛rabbit　is　cryiRg　out，
And　its　cry　dis毛racts　my　thought．
　語り手は，崩れた岩の下にあるアルトと名付けられた裂け目の底に停む。その底には昼の太陽
の光さえ射し込むことはない。それほど深く暗い底では周りのものは何も眼に入らない。そして
語り手は自分自身と直面せざるを得なくなる。そういう状況設定のもと，語り手は岩に向かって
ある秘密を叫ぶ。その秘密とは，「自分の芝居がある者達を立ち上がらせ，イギリス兵達に射殺さ
れるという結果（イースター蜂起を示している）を招いてしまったのではないか」「私の言葉があ
の女（マーゴット・ラドックのことであると思われる）の発狂寸前の頭に過重な負担を与えてし
まったのではないか」「あの邸（クールのグレゴリー邸を指す）が没落するきっかけになった，土
地所有税の増額を自分の言葉で防ぐことができたのではないか」という疑問に対して答えが見出
せない，ということである。語り手にはすべてのことが悪い結果しかもたらさなかった様に思え
てくる。そして“1／Sleepless　would　lie　down孤d　die”という言葉でこのセクションは締めく
くられる。この“would”は語り手の無意識的な死への願望，タナトスの一端を暗示している。
　すると翻が裂け目に響き渡る。もちろんこの雛は語り手自身の声であるが，イェイツの言葉を
使えば，“anti－self”と呼ぶのが適切であろう4。この観の“Lie　down　and　die”という声は，無
意識的に望んでいた「死」を語り手に強く迫る命令文となっている。そしてこの声が逆に語り手
を「生」の方向へと導き，“That　were　to　shirk／The　spiri加al　intellect’s　great　work，／And
shirk　idn　vaiバという言葉で始まる更なる思索へと向かわせる。語り手の意識は揺れ動く。
　第2セクションで「生」の：方向へと引き戻された語り手は，「死んでも救済は得られない」「汚
れた過去を清めるという大きな仕事を残すわけにはいかない」と主張する。肉体があればこそ人
間は苦しみを酒や愛によってごまかすこともできるが，肉体を失ってしまえばもはや眠りもない。
死後，人間は思惟を重ね，すべてを知性によって理解して始めて，魂が裁かれる場に立つことに
なる。そして何もかもが終わると，すべてのものを知性と視覚から捨て去り，ついに夜の闇に没
していく。語り手は次第に「大いなる夜」に再び引きつけられていく。途切れることのないシン
タックスは語り手の陶酔した状態を示唆し，‘ail’の繰り返しは大いなる夜によってもたらされる
一種の救済に対する抗しがたい憧憬を浮かび上がらせている。最初のセクションで2度用いられ
ていた“a11”は，現実世界における語り手の苦悩を強調しているが，第2セクションで3度繰り
返される“a11”は，次第に語り手が大いなる夜に引きつけられていく様子を浮かび上がらせる。
激しい苦悩は語り手を強烈に救済を求める方向へと導くのである。
　その様な救済を思い描く陶酔状態の中にあるにも関わらず，劔の“lnto　the　night”（これは19
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行目の“Lie　down　and　d三e”と同様に命令文に聞こえる）は，語り手を絶対的な安息・救済に対
する疑念へと駆り立てる。ここでもまた“antl－self”である響は，語り手の内的な葛藤を見事に表
現している。再び語り手は自分の言葉に裏切られてしまうのだ。
　第2セクションでは，“王”から“he”への人称の変化からわかる様に，語り手の思索のテーマは
個人的・具体的なものからより普遍的・抽象的なものへと変化している。しかし智の“IRto　the
鍛ight”は，語り手を“ln　a　cleft　that’s　christened　Alt／Under　broke簸sto捻e”という個人的・
具体的な状況へと語り手を呼び戻す。それに伴って人称も“he”から“1”へと戻っている。一種
の救済について思いを巡らす時には三人称で語らざるを得ないという事実から，語り手の苦悩の
激しさが見てとれる。第1セクションで3度続けて用いられ，第2セクションでは姿を見せなかっ
た疑問文が，第3セクションでは再び2度繰り返される。自分の過去を処理できず苦悩の中にあ
る語り手が，自らの揺れ動く心を救ってくれるものを見出したかのように思えたが，それも一瞬
でしかなくすぐに不安の状態へと回帰してしまったことがはっきりとわかる。その第3セクショ
ン冒頭の“But　hush，　for　I　have　iost　the　theme，／王ts　loy　omight　seem　but　a　dream”はストー
ルワージーによると，イェイツが創作の最終過程で付け加えたものであるが5，“or”は大いなる夜
に対する語り手の嘲笑的な態度を示唆している。
　その様な状況の中でウサギの断末魔の叫び声が響き渡る。語り手が否定的な確信へと到達しよ
うとしたちょうどその時に聞こえてくるこの声は，語り手をアルトと名付けられた岩の裂け目と
いう個人的な状況から，あらゆる生き物達が生きそして死んでいく現実へと引き戻す。“hawk　or
owl”と“sky　or　rock”における‘or’は，何がウサギを襲ったのか，どこからそれが降りてきた
のか，ということはわからないということ，あるいは重要ではないということを表している。焦
点が断末魔の叫び声をあげるウサギに合わされていることがわかる。そして“Up　there　some
hawk　or　owl　has　st駕ck，／Dropping　ou£of　slくy　or　rock”は，語り手が岩と向き合っている場
面をズーム・アウトする様な印象を生み出す。それと同時に語り手の苦悩が，ウサギの断末魔の
叫びによってすべての生きとし生けるものの苦しみと重なり合う。最後に窃の声が聞こえて来な
いのは，語り手が岩と向き合うという状況が壊され，語り手のこれまでの思索が今まさに死のう
としているウサギの叫び声によって掻き乱されてしまったためである。最後の2行における“cry”
の繰り返しは，ウサギの叫び声を強調することで逆説的にその後の宗教的ともいえる静けさを浮
かび上がらせている。
　‘‘Yeats　deliberately　magllified　his　sense　of　se里f－divisio！｝，　so　that　he　coRld　be　akernate－
iy　one　part　or毛he　o£her　and　not　merely　a　bad　medley”というエルマンの言葉は，この詩に
まさに当てはまる6。イェイツ自身も『自叙伝』において“Every　1｝ow　aぬtheR，　when　something
has　stlrred　my　imagination，　I　begi貧ta11くing　to　myself．　I　speak呈n　my　own　perso簸and
dramatize　myself”7と述べ，更に『探求』にも“I　rnust　no琶alk£o　myself　about‘the宅ruth’三｝or
call　myself‘teacher’nor　a捻。毛her‘pupil’一these　th呈ngs　are　abstrac毛一but　see　myself　set　in　a
drama　where　l　struggle　to　exalt　a捻d　overcome　concrete　realities　perceived強。之with　mind　only
but　as　with　the　roots　of　my　hair”という言葉がある8。まさにイェイツはこの詩において，完全
な救済を拒むというディコンストラクション的な態度を自己の内面の劇として描いてみせた。語
り手は絶対的終局点としての死と大いなる夜を迷いながらも拒み続ける。そして最後のウサギの
断末魔の叫びは，迷いを疑いのない否定へと導いている。
　“The　Black　Tower”においては，この絶対的なものを拒むという行為が本当の意味でデイコ
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ンストラクションの実践と言える段階に移行していくことになる。“The鋭ack　Tower”はイェ
イツが亡くなる一週間前に書いた最後の詩である。「塔」はイェイツが生涯に渡って使い続けたシ
ンボルであり，まさしく最後の詩に登場するに相応しいものと言って良い。キースはこの詩に関
して“The　point　of　i魏erest　is　that　Yeats　could　simulta簸eously　express　his　meaning　at　vary鎗g
levels　of　intensity－in　terms　of　philosophical　myth，　popular　legend　and　poetic　symbo1．　For
afull　appreciation　of　the　poem’s　subtleties，　each　level　must　be　seen　as　co航ributing　an　added
sig捻ificance　to　the　others”と述べているが9，多様な意味を顕わしつつ隠すのがシンボルの特性
であることとを考えれば，意味の重層性は当然のことと言える。
“The　Blackl　Tower”
Say　that　the　men　of　the　old　black　tower，
Though　they　but　feed　as　the　goatherd　feeds，
Their　money　spent，毛helr　wi葺e　gone　sour，
Lack　Ro毛hing　that　a　soldier　needs，
That　all　are　oath－bound　men：
ThOSe　bannerS　COlne　r10t　in．
窺676無調オ。励s伽4飾646σ4ゆγ忽玩，
β％島θ劾ゐ60脱ゆ加彫漉6吻76」
銃の・吻ん6ω舵耐舵癬η盗γo研
α4わ。％εszφoη伽規。襯∫α劾sぬα加．
Those　banners　corrleも。　bribe　or　threaten，
Or　whisper　that　a　man’s　a　fool
Who，　when　hls　own　rlght　king’s　forgotten，
Cares　what　king　sets　up　hls　rα1e．
If　he　died　long　ago
Why　do　you　dread　us　soP
7物膨初伽’0励〃砂∫’乃6加雇脚0％1ゆち
．8厩ω初400耀∫Zφ加辮漉6∫加76’
銃の吻ん6納醐伽癬忽∫γo飢
α6∂o彫sゆ。㌶晦日観如ガηs肱ん6．
The　tower’s　old　cock　thaもmust　climb　aRd　clamber
Catching　small　birds　in之he　dew　of　the　mom
When　we　hale　men　lie　stretched　in　slumber
Swears亡hat　he　hears　the　k：lng’s　grea宅hom．
But　he’s　a　ly三ng　hound；
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Stand　we　o難guard　oath－bou簸d！
乃6Z6劾漉6≠0彫∂’舵磁娩970乃θSろ♂α6ん飢
B厩ω腕460物6Sψ〃0規漉εSぬ076’
τ勉のノ∫勿舵卿舵η渉勉癬η4sγoαろ
α4∂o麗sゆ。η疏θ規。襯如ガ％s勧舵．
　第ユセクションにおいては，古びた黒い塔に籠もる兵士達の状況が描かれる。“All　are　oath－
bound　men”から，黒い塔の兵士達は強い信頼感で結びついていることがわかる。また，“Those
ba簸ners”は次のセクションにおける塔の内側と外側の葛藤を予示している。
　第2セクションは，この詩で描かれているのが実は心の中の葛藤であることを暗示する表現を
幾つか含んでいる。例えば軍旗の目的は“to　bribe　or　threathen，／Or　whisper　that　a　ma獄’s　a
foo1／Who，　when　his　o職right　king’s　forgotte艮，／Cares　what　klng　sets　up　his　rule”とされ，
これはすべて塔の兵士達の心に訴えかけるものであり，その言葉に屈するかどうかは兵士達自身
にかかっている。つまりイェイツは“The　Ma貧a簸d　the　Echo”の場合と同様に，内的な葛藤を
劇化するために自己を塔の内部の兵士達と外の軍旗へと分割している，とも考えることができる
であろう。第1セクションの“they”から第2セクションの“us”への人称の変化からもそれが
窺える。第1セクションにおいて三人称の“they”の背後に隠れ，距離を置いて客観的に兵士達
のことを描こうとしていた語り手が，第2セクションでは兵士の一人としてあたかも兵士達ある
いは自分自身を鼓舞するかの様に語り始めるのである。
　第3セクションでは，第1セクションで用いられた“oath－bOund”という語が再び用いられる
が，悲劇的な調子が強さを増している。というのも，このセクションの兵士達の絆は，第1セク
ションでは兵士達の仲間であった老料理人を嘘つき犬として排除した結果生み出されたものだか
らである。また“Stand　we　on　g服rd　oath－bo囎d！”は兵士達自身に対する命令文の様にも解釈
できるということも理由の一つである。それは兵士達あるいは語り手の置かれた危機的状況を浮
き彫りにすることになるからである。
　この様に3つのセクションにおいて，兵士達は，食料・飲み物・金がないにも関わらず，軍旗
の誘惑に決して屈せず，兵士達の王の角笛が聞こえると断言し彼らに救済の希望を与えてくれる
かの様に思える老料理人の言葉を決して信じようとしない。この様にこの詩においても，絶対的
な救済を自ら拒むという形で，ディコンストラクション的な態度が読み取れる。しかしそれがこ
の詩のすべてではない。リフレインがこのテクスト全体を揺るがす力を持っているのである。
　最初のリフレインは第一に，墓の中の死者達を塔の中の兵士達と重ね合わせることで，第！セ
クションで描かれた兵士達の勇敢な行為を強調する役割を果たしている。山崎弘行氏は「第2，
第3スタンザのリフレインでは共に“But　wi認comes　up”となっているのに，第1スタンザで
は“But　wi鍛ds　come　up”とwi貧dを複数形にしているのは，軍旗がbamersと複数形になって
いるのに合わせたものと考えられる」と指摘しているが，このことも兵士達と墓の死者達との結
びつきを暗示していると言えるだろタ。。エルマンはイェイツのリフレインの機能を，（1＞詩の主題
を要約したり音声的に強調する，②詩の主題に対立する，（3）神秘化を行う，の3つに分類してい
るが，このリフレインの機能は（1）に当てはまるものである｝1。しかし，このリフレインにはその様
な楽観的な解釈を許さない不気味な調子が含まれていることも忘れるべきではない。
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　第2リフレインの“There　in　the　tomb　drops　the　faint　moon　iight”と第3のリフレイン“There
in　the　tomb　the　dark　grows　blac1くer”は単に時間の経過を示している訳ではない。第2のリフ
レインは，“1f　he　died　long　ago／Why　do　you　dread　us　so？”という言葉が示す，兵士達の希望
と結びついている。一方，第3リフレインの役割は非常に複雑で詩全体に微妙な揺さぶりをかけ
ている。3つのセクションを少々振り返ってから説明する必要があるだろう。
　第1セクションの“the　men，”“they”から第2セクションの“us”を経て，第3セクションの
命令文における“we”への移行は，オ語中ーの第5幕第2場における最後の言葉に対するエリオッ
トのコメントが一つのヒントを与えてくれる。
What　Othello　seems　to　nle　to　be　dOing　i王ユmaklng　this　speech　is　cheer11径g　himself　up．　He
is　e獄deavQuring　to　escape　reality＿an（i　is　thiR1くiRg　about　hil姐self＿．　0之he11Q　s蟻cceeds　hl
turRing　hinユse王f　i1｝to　a　pa£het三。　figure，　by　adopting　aR　aet：hetic　rather　tha員　a　moral
attitude，　dramat呈zl鍛g　hlmself　against　his　environment。12
より正確に言うならばイェイツは，自己劇化しようとしている語り手を人称の変化を用いて劇化
しようとしているのである。
　“There　in　the　tomb　the　dar1くgrows　blacker”は，第一には第3セクションの“But　he’s　a
lyi捻g　hound：／Sta1圃we　on　guard　oath－bo賢nd！”がはっきりと示す，語り手あるいは兵士達の悲
劇的な状況に対応している。そうすると“But　wind　comes即from　the　shore”の“wind”を兵
士達の待ち受ける“the　herald　of　change”13と解釈することも可能になる。ストールワージーは
“wi葺d”を‘Sidhe’と解釈し“The　Gods　of　ancie凱王relandもhen　inspire　the　bones　of　the　heroic
dead，　rem玉nding　them　of　the　valley　or　dyke　of　the　black　pig，　where宅heir　ultimate　victorious
battle　isも。　be　fought”とコメントを加えている14。‘Sldhe’かどうかは別にしても，少なくとも
第3リフレインにおいて“wind”を，塔の兵士達が待ち受けているものの到来を告げるものと解
釈するのは不自然なことではない。イェイツにおいて，夜の深まりあるいは暗闇が何か重要なター
ニング・ポイントが近づいている予兆となることがよくあることから判断しても，“the　dark
grows　biacker”という表現は何らかの変化が近づいているという印象を与える。そう考えると，
：塔の兵士達と重ね合わされている骸骨が第3リフレインにおいて身を震わせている理由は，
‘aRtlcipation’と‘excitement’であると考えることができるであろう玉5。第1・2リフレインでは，
身を震わせている骸骨は主に塔の外の力の強さを表す役割を果たしており，ほとんど情緒的な調
子を含んでいなかった。一方第3リフレインでは，骸骨達は王が復活することを期待し身を震わ
せる。しかし風は風でしかなく，王の帰還を告げる明確な印ではない。それにも関わらず骸骨達
は興奮で身を震わせるのである。
　この密なリフレインの巧妙な表現によって，強固な意志を持っているかの様に自己劇化を行う
語り手あるいは兵士達が，ほんのわずかではあっても希望を与えてくれる様に思われる「風に
簡単に心を奪われてしまう様子がくっきりと浮き彫りにされている。夜の深まりが必ずしも望ま
しい未来の予兆である訳ではないにもかかわらず16。
　この“The　B王ack　Tower”において，イェイツにおけるディコンストラクションはその姿を明
確に示している。絶対的な救済を否定するいう行為・態度そのものを相対化するというこの動き・
構造は，まさしくディコンストラクションという方法論の中核にあるものである。最後に富山太
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佳夫氏の言葉を再び引用する。
デリダの考案したディコンストラクションは，それ自体がみずからの発言の起源としての権
威をもつことを禁ずる構造をもうている。それが，模倣され，反復され，水で薄められ，簡
略化され，パターン化されることを拒絶できない構造をもっている。私の考えでは，彼の哲
学が最もラディカルな相貌をみせるのはまさしくその契機においてなのだ。通常の哲学の体
系はみずからの発言の正しさを主張し，それが正しいかぎりにおいて存立する資格を手にす
る，そしてその事態を持続しようとする。ところがデリダにおいては，その哲学の主張の正
しさは，その可能性が十分に展開されて，その正しさが必然的に伴うはずの権威が失われた
ときにこそ実現する性格のものなのである。通常，正しいということ，真理であるというこ
とは，権威をもつことを伴うはずなのだが，デリダの哲学において実現するのは，その様な
権威を伴うことのない正しさである17。
公人と私人，カトリックとプロテスタント，アイリッシュとイングリッシュ（あるいはアングロ・
アイリッシュ），神話と歴史といった両極に引き裂かれ続けたイェイツが選び取ったのは，この様
な徹底した自己相対化の方法論であった。
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